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は じ め に

年 表

©岡山県「ももっち」

　総社市東部から岡山市西部の一帯
には、墳長が全国第４位の造

つくり

山
やま

古墳、
第 10 位の作

つくりやま

山古墳、県内最大の横
よこあな

穴
式
しき

石
せきしつ

室をもつこうもり塚
づか

古墳、奈良
時代に建てられた備

びっ

中
ちゅう

国
こくぶんじ

分寺・国
こくぶん

分
尼
に

寺
じ

跡
あと

などの歴史遺産がまとまって
所在することから、昭和 47（1972）年に

「吉
き

備
び

路
じ

風
ふ ど き

土記の丘」として県立自然
公園に指定されました。松林に残る
巨大な石室や苔

こけ

むした礎
そ

石
せき

、緑
りょくいん

陰を
背に建つ五

ごじゅうのとう

重塔などをたどれば、吉
備が歩んだ歴史を体感することがで
きます。
　このガイドブックでは、こうもり塚
古墳をはじめとする歴史遺産や、吉備
路に関わるガイダンス施設をご案内
します。
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１ 「キビノミチ」と山陽道

　７世紀末に吉備から割かれた三国は、備前国、備中国、備後国と
書いてキビノミチノサキノクニ、キビノミチノナカノクニ、キビノ
ミチノシリノクニと読ませています。古代の山

さんようどう

陽道沿いには、備前
の両

りょうぐうざん

宮山古墳・牟
む

佐
さ

大
おお

塚
つか

古墳、備中の造山古墳・作山古墳・宿
しゅくてらやま

寺山
古墳・こうもり塚古墳といった有力な古墳があることから、それ以前
からあったキビノミチを利用して整備されたとも考えられます。
　この古代山陽道は、近畿地方に置かれた京

みやこ

と対外交流の窓口であった
九州大

だ

宰
ざい

府
ふ

を結ぶ交通路として、七
しちどう

道の中でも特に重視されました。
ここを往来する貴族や役人に馬や食事・宿を提供するため約16㎞
ごとに置かれた駅

うまや

は、外国使節が通行することもあってか、白
しらかべ

壁、
瓦
かわらぶき

葺の外観に整えられます。また、「国の華
はな

」と例えられた国分寺・
国分尼寺も、この沿道を選んで建

こんりゅう

立されました。
　しかし、律

りつりょうせい

令制が衰えると幅６～９ｍもある大
たい

路
ろ

を維持すること
は難しくなり、中世には山沿いの集落を結ぶ南寄りの道筋へと移り
ました。近世の山陽道沿いには、今も古い町並みや道

みちしるべ

標を見ることが
できます。

古代山陽道の道筋
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　こうもり塚古墳は６世紀後半につくられた
前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳です。この時期の前方後円墳として
は中四国地方で最大級の大きさを誇ります。
　後円部には、埋

まいそう

葬のための全長 19.4 ｍの
横
よこあなしきせきしつ

穴式石室という石組みの部屋があります
（トピック②参照）。この石室は
県内最大で、畿

き

内
ない

（奈良県など）の
大
だ い お う ぼ

王墓の石室に匹敵します。石室
には、井原市付近で産出する浪

なみ

形
がた

石
いし

と呼ばれる石材を刳
く

り抜
ぬ

いてつくら
れた家

いえ

形
がた

石
せっ

棺
かん

（蓋
ふた

が屋根形の石棺）
が置かれています（トピック③参照）。

空から見たこうもり塚古墳

３

２ 吉備路の巨
き ょ せ き ふ ん

石墳

こうもり塚
づか

古墳（国指定史跡）

赤色立体地図によるこうもり塚古墳
（トピック①参照）

総社市上
かん

林
ばやし



　石室には、石棺のほかに陶
とうかん

棺（焼き物の棺）が納められていました。
副
ふくそうひん

葬品では、大
た ち

刀や鉄
てつぞく

鏃（やじり）といった武器や馬
ば ぐ

具（轡
くつわ

や鞍
くら

など
乗馬に使う道具や飾り）、玉類、須

す え き

恵器や土
は じ き

師器などの土器が知られ
ています。中でも環

かんとう

頭大
た ち

刀は、中央政権と関わりの深かった有力者
に与えられたもので、この古墳の性格を考える上で重要です。

こうもり塚古墳の陶棺復元図（白抜きは復元）
（『総社市史 考古資料編』総社市史編さん委員会編 1987）

こうもり塚古墳の石室と石棺

こうもり塚古墳の環頭大刀の柄
つかがしら

頭

４

　赤
せきしょく

色立
りったい

体地
ち ず

図とは、地形を人の目で判別しやすい赤色で立体的に
表現した地図です。急な傾斜ほど赤く、平

へいたん

坦な地形は白く表示する
ことで細かな地形の凹凸を表現することができます。

トピック①　―赤色立体地図とは―

（通常は玄室を施錠しています）



　５世紀前半～中頃の吉備
路には、造

つくり

山
やま

古墳や作
つくり

山
やま

古
墳といった畿

き

内
ない

の大
だい

王
おう

墓
ぼ

に
匹敵する巨大な前

ぜんぽうこうえんふん

方後円墳
がつくられました。
　しかし、５世紀後半の
宿
しゅく

寺
てら

山
やま

古墳を最後に、全長
100 ｍを超えるような大型
前方後円墳はしばらくつく
られなくなります。

　造山古墳は５世紀前半に築かれた巨大な前方後円墳で、墳長約
350 ｍという規模は大王墓（天

てん

皇
のう

陵
りょう

古墳）を除いて国内最大となり
ます。三段につくられた墳丘は、斜面を葺

ふきいし

石で覆い、各段に埴
は に わ

輪を
飾っています。埋葬施設は分かっていま
せんが、前方部に九州の凝

ぎょう

灰
かいがん

岩でつくら
れた石棺が残っています。
　造山古墳周辺には、これに従うように
築かれた６基の古墳（陪

ばいちょう

塚）があります。
墳長 81 ｍの千

せんぞく

足古墳は前方部が短い
帆
ほたてがいがた

立貝形をしていて、後円部には県内最
古の横

よこあなしきせきしつ

穴式石室が二つ設けられています。
このうち明治時代に発掘された石室には、
直
ちょっこもん

弧文という特殊な文様を刻んでおり、
九州の横穴式石室と似ています。
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��
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造山古墳
ビジター
センター

造山古墳
ビジター
センター

吉備路
自転車道
吉備路
自転車道

歩道歩道

造山古墳周辺の古墳

1 造山古墳　2 榊山古墳　3 千足古墳
4 造山第２号古墳　5 造山第３号古墳
6 造山第４号古墳　7 造山第６号古墳

３ 巨大古墳の時代
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造
つくり

山
やま

古墳とその周辺の古墳（国指定史跡） 岡山市北区新
しん

庄
じょう

下
しも



造山古墳

造山第２号古墳

造山第３号古墳
造山第４号古墳

榊山古墳

千足古墳

　榊
さかき

山
やま

古墳は、径 35 ｍの円墳または
帆立貝形の古墳と想定されています。
銅
どうきょう

鏡とともに中国・朝鮮半島に類例のあ
る飾り金具が見つかっていて、対外交流
に深い関わりがあったのかもしれません。
　このように造山古墳は、近畿の大王
墓に匹敵する吉備の大

だいしゅちょうぼ

首長墓であり、
その周辺の古墳に葬られたのは大首長を
支えた人々と考えられます。

空から見た造山古墳とその周辺の古墳

千足古墳の石室 ６

岡山市教育委員会提供文様展開図

岡山市教育委員会提供

榊山古墳の出土品
（原品は宮内庁書陵部所蔵）



　松林に覆われた墳長約 280
ｍの巨大な前

ぜんぽうこうえんふん

方後円墳で、
県内では造

つくり

山
やま

古墳に次ぐ大き
さです。丘陵を利用して築い
たためか後円部がいびつで、
前方部の前面が張り出しています。また、三段
につくられた墳丘には、埴

は に わ

輪がめぐらされて
います。その特徴から造山古墳に続く５世紀
中頃に築かれたものと思われます。

作山古墳作山古墳

角力取山古墳角力取山古墳

国分寺西
交差点
国分寺西
交差点

���

���

吉備路

自転車
道吉備路

自転車
道

→
吉備路
風土記

の丘
→
吉備路
風土記

の丘

　　作山古墳周辺の古墳

空から見た作山古墳

　作山古墳の南約 500
ｍにある一辺約 40 ｍ
の方墳で、吉備路周辺
の方墳では一辺 44 ｍ
の折

お

敷
しき

山
やま

古墳に次ぐ規模です。
　埴輪のつくりから、宿寺山古墳と
同じ５世紀後半の築造と推定されて
います。

角力取山古墳

７

作
つくり

山
やま

古墳（国指定史跡）

角
す も う

力取
とりやま

山古墳（市指定史跡） 総社市岡
おか

谷
だに



　備中国分寺跡の南約
400 ｍにある墳長約 110 ｍ
の前方後円墳です。埴輪
を飾る墳丘は二段につく
られているようですが、
大きく壊されていてよく
分かりません。
　周囲に残る盾

たてがた

形をした
濠
ほり

のあとは全長約 170 ｍ
あり、県内では同時期の両

りょうぐうざん

宮山古墳（濠の全長
349 ｍ）に次ぐ大きさです。
　明治から大正時代に、後円部と前方部に
あった竪

たてあなしきせきしつ

穴式石室から銅
どうきょう

鏡や鉄製の武器・
武具、金製 簪

かんざし

を含む装
そう

身
しん

具
ぐ

などが掘り出されました。これらの
副
ふくそうひん

葬品から、宿寺山古墳は作山古墳に続く５世紀後半に築造された
ものと思われます。
　なお、この近くにある
寺山１号墳・２号墳（車塚
古墳）は、宿寺山古墳の
陪
ばい

塚
ちょう

と考えられています。

空から見た宿寺山古墳（線は古墳の範囲）

赤色立体地図による宿寺山古墳

���吉備路

自転車
道吉備路

自転車
道

宿寺山古墳宿寺山古墳

こうもり塚
古墳

こうもり塚
古墳備中

国分寺跡
備中
国分寺跡

吉備路
もてなしの館

吉備路
もてなしの館

宿寺山古墳の周辺 ８

宿
しゅく

寺
てらやま

山古墳（市指定史跡）



　江崎古墳から北へ約 700 ｍ離れた丘陵上
にあり、19 基の古墳で構成されています。
丘陵の頂

いただ

きには墳丘や横穴式石室の規模の
大きな古墳がまとまっており、６世紀中頃から
後半にかけて大型化していく横穴式石室を
見ることができます（石室の入口は狭くなっ
ていますが、自由に見学することができます）。
　副葬品には銀

ぎんぞうがん

象嵌の飾り大刀などがあり、
三須丘陵の古墳群の中でも特に有力な人々が
葬
ほうむ

られていたようです。

　６世紀の中頃には横
よこあなしきせきしつ

穴式石室という新しい埋
まいそう

葬施設が広まり、６世
紀後半になると横穴式石室をもつ小古墳が群れをなすように築かれ
ました。
　そうした中で、宿

しゅく

寺
てらやま

山古墳から約 100年ぶりとなる大型前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳
で、この時期、中国・四国最大のこうもり塚古墳が三

み す

須丘
きゅうりょう

陵の一画
につくられるのです。

緑山古墳群の構成

４ こうもり塚古墳とその時代

９ 緑山８号墳の石室
岡山大学考古学研究室提供

緑
みどり

山
やま

古墳群



　吉備路北駐車場の西約 500 ｍにある墳長 45 ｍの
前方後円墳で、墳丘の一部に埴

は に わ

輪を飾っています。
後 円 部 の 横 穴 式 石 室 に は や は り 浪

なみがたいし

形石 製 の
家
いえがたせっかん

形石棺が置かれていて、その周辺からは銅
どうきょう

鏡を
はじめ金

こんどうせい

銅製の飾りを付けた武器や馬具、装身具など多彩な副葬品
が出土しています。これらの遺物から江崎古墳は、こうもり塚古墳に
続いて築造された６世紀末の有力 首

しゅちょう

長 墓
ぼ

で、吉備路では最後の前方後円墳と思われ
ます。
　現在は石室の入口が施錠されており、
内部を見学できません。

　５世紀に朝鮮半島から
伝わった新しい埋葬施設で
す。棺を納める部屋（玄

げんしつ

室）
と、出入りするための通路

（羨
せんどう

道）からなり、繰り返し
埋葬を行うことができます。
　吉備の横穴式石室は、奥
壁に大きな石を据えることが特徴です。

横穴式石室の構造と名称

江崎古墳の石室と石棺江崎古墳の墳丘

10

岡山大学考古学研究室提供

江
え

崎
ざき

古墳（県指定史跡）

トピック②　―横穴式石室とは―



　石を刳り抜いたり組み合わせたり
してつくった重厚な石棺は、首長の
ための棺として近畿（大阪府二

にじょうさん

上山）、
四国（香川県火

ひ

山
やま

）、九州（熊本県阿
あ

蘇
そ

山
ざん

）などから運ばれ、有力な古墳に納
められました。
　しかし、こうもり塚古墳や江崎古墳
に置かれていた家

いえがたせっかん

形石棺は、近畿の
石棺をまねながらも、浪

なみがたいし

形石という
地元の石材でつくられており、吉備の
独自性を表していたのかもしれません。
　やがて近畿（兵庫県竜

たつやま

山）から運ば
れた石棺が中・小の首長の間に広まる
とその価値は薄れ、古墳の消滅ととも
に石棺は姿を消しました。

　こうもり塚古墳の北約
700 ｍにあります。天井石
に長さ５ｍの巨大な石材を
用います。石室の特徴から、
こうもり塚古墳・江崎古墳
に続く古墳と考えられます。
　鳶尾塚古墳を最後に、吉備路では大きな
石室や墳丘をもつ古墳はつくられません。
７世紀中頃以降には、古墳に代わって寺院の
建
こん

立
りゅう

が盛んになっていきます。

竜山石製の石棺をもつ古墳
（岡山市北区石舟塚古墳）

造山古墳前方部の石棺

鳶尾塚古墳の石室

11

鳶
とび

尾
お

塚
つか

古墳

トピック③　―石の棺
ひつぎ

は権力のあかし―

岡山大学考古学研究室提供



　天平 13（741）年に聖
しょうむてんのう

武天皇の命令によって諸国に建てられた寺
院の一つで、築

つい じ

地という土
ど べ い

塀で囲まれた寺の範囲は南北約 180 ｍ、
東西約 160 ｍもあります。南辺中央に開く南

なんもん

門やその北側に建つ
中
ちゅうもん

門は発掘されましたが、金
こんどう

堂や
塔
とう

、講
こうどう

堂といった主要な建物は
真
しん

言
ごん

宗
しゅう

国分寺の境
けいだい

内となっている
ため分かっていません。　
　備中国分寺は平安時代には衰退
し、南北朝時代の兵火にかかっ
て焼失したと伝わります。現在の
国分寺は江戸時代中期に再興さ
れたもので、五

ごじゅうのとう

重塔は国指定、
庫
く り

裏・経
きょうぞう

蔵・裏
うらしょいん

書院は県指定の
文化財となっています。

空から見た備中国分寺跡（点線は備中国分寺跡の範囲）

12

５ 奈良時代以降の歴史遺産

備
びっちゅう

中国
こくぶん

分寺
じ

跡
あと

（国指定史跡）

備中国分寺跡の建物配置



　こうもり塚古墳の東約 200 ｍにある低い丘陵上にあります。土手状
の高まりとなって残る築

ついじ

地の跡から、寺の範囲は備中国分寺跡より
狭い南北 216 ｍ、東西 108 ｍと推定されています。主要な建物は、
南辺に開く南

なんもん

門から北へ並べて建てられ
ていました。とりわけ仏像を安

あん

置
ち

した
金
こんどう

堂は、柱や壁の台
だい

座
ざ

を刻んだ礎
そ

石
せき

（土
台石）がほぼ当時の状態で残っており、
かつての様子を今に伝えています。
　なお、南門の前で発掘された幅６ｍの
古道は、古代山陽道と推定されています。

備中国分尼寺跡の金堂跡と礎石

備中国分尼寺跡の建物配置
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備中国分尼寺跡から出土した瓦 (S=1/8)

備
びっちゅう

中国
こくぶん

分尼
に じ

寺跡
あと

（国指定史跡）



　総社吉備路文化館の前には、県内の古
建築が移築保存されています。
　旧山

やま

手
て

村
そん

役場は、明治時代初期に山手
村長の居宅として建てられたもので、明治
35（1902）年から 60 年余にわたり村役場
として使用されました。
　旧松

まつ

井
い

家
け

住宅は、江戸時代末期に山陽
道沿いの茶屋として使われていた木

もくぞうひら

造平
屋
や だ て

建、茅
かや

葺
ぶき

の住宅です。簡素な間取りや
土壁など、一般的な農家建築のあり方を
現在に伝えています。

旧山手村役場

旧松井家住宅

　県内に残る唯一の五
ごじゅうのとう

重塔は、高さが 34
ｍあります。江戸時代以前に建てられた
五重塔の中では最も新しい弘

こう

化
か

元（1844）
年頃の完成で、当時の技術水準を示すもの
として国の重要文化財に指定されています。
塔の初層には４体の仏像が安置され、天井
には備前長

おさふね

船の住人横
よこやましゅんとく

山春篤が描いた
天女や花鳥の絵がはめ込まれています。
また、庫

く り

裏や経
きょうぞう

蔵とともに県の重要文化財
に指定されている江戸時代中期の裏

うらしょいん

書院

は、土
ど

蔵
ぞう

造りの書院という特殊なつくりで、
浅
あさ

尾
お

藩主が山陽道を通過する大名を応接
する場として使用されたと伝わります。

備中国分寺五重塔
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備中国分寺の建物

移
い

築
ちく

建
たてもの

物（国登録有形文化財）



ガイダンス施設

　吉備路北駐車場の東約 400 ｍにある文化施設です。
　洋画家の満

みつたに

谷国
く に し ろ う

四郎やかな書家の
高
たか

木
ぎ

聖
せいかく

鶴など、総社市ゆかりの芸術家
の作品を展示するとともに、吉備路の
歴史遺産についてパネル解説を行っ
ています。

　総社市街地の一角にあり、市内の
遺跡から発掘された出土品を保管、
展示しています。
　作

つくり

山
やま

古墳の埴
は に わ

輪やこうもり塚古墳の
環
かんとう

頭大
た ち

刀・馬
ば

具
ぐ

・陶
とうかん

棺・須
す え き

恵器、江
え

崎
ざき

古墳の銅
どう

鏡
きょう

・馬
ば ぐ

具などのほか、宮
みややま

山
遺跡の特

とく

殊
しゅ

器
き

台
だい

（レプリカ）、県内最古
の製鉄遺跡（千

せんびき

引カナクロ谷遺跡）や
古代山城（鬼

き

ノ城
じょう

）のジオラマなどを
見学できます。
　また、古代寺院である栢

かやでら

寺廃
は い じ

寺も
近くにあり見学することができます。

総社吉備路文化館の外観

埋蔵文化財学習の館の外観

展示室の様子
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総社市南
みなみ

溝
みぞ

手
て

265-3

総
そうじゃ

社吉
き び じ

備路文
ぶん

化
か

館
かん

総
そうじゃ

社市
し

埋
まいぞうぶん

蔵文化
か

財
ざい

学
がく

習
しゅう

の館
やかた



　吉
き び つ

備津神社の裏山にあります。県内の遺跡から発掘した出土品を
保管するとともに、その中から選

え

りすぐった約 150 点を展示してい
ます。展示室では神

しんめい

明遺跡の銅
どうたく

鐸（県指定重要文化財）をはじめ、
上
じょう

東
とう

遺跡の桃
もも

の種（日本遺産）、西
にし

江
え

遺跡の特殊器台、土
ど い

井遺跡の
人物埴輪、鬼ノ城の出土品・版

はんちくどそう

築土層の転写標本などを見ることが
できます。また、吉

き び つ

備津彦
ひこ

の墓と伝わる中
なかやまちゃうすやま

山茶臼山古墳や、特殊器台
を伴う矢

や

藤
とう

治
じ

山
やま

遺跡などにも近く、見学に便利です。　

　造山古墳の駐車場に設けられた
ガイダンス施設で見学の拠点となっ
ています。造山古墳をはじめとする
日本遺産の紹介や観光案内を行って
います。

古代吉備文化財センターの外観

造山古墳ビジターセンターの外観 16

岡
おかやまけん

山県古
こ

代
だい

吉
き び

備文
ぶんかざい

化財センター

造
つくりやま

山古墳ビジターセンター



総社吉備路
文化館
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総社吉備路
文化館
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